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 平成 29年 12 月 18日 

各   位 

会 社 名 ザ・パック株式会社  

代表者名 代表取締役社長 中 尾 吉 計  

 （コード番号 3950、東証１） 

問合せ先 取締役管理本部長 藤 井 道 久  

 電話番号（０６）６９７２－１２２１ 

  

カンナル印刷株式会社の株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

  

 

当社は、平成 29年 12月 18 日開催の取締役会において、下記の通り、平成 30 年４月２日

にカンナル印刷株式会社の株式の過半数を取得し、同社を子会社化することを決議いたしま

したので、お知らせいたします。 

 

記 

1．株式の取得の理由 

 当社グループは、総合パッケージメーカーとして紙袋・紙器・化成品・段ボールを主力とする

包装関連製品の生産・販売等を展開しております。今後、更なる事業の拡大を図るため、成長市

場の一つである医療関係市場への参入を目指しております。 

 カンナル印刷株式会社は創業 70年の歴史を持ち、医薬品パッケージの生産・販売を専門に扱っ

ている企業です。同社をグループに迎え入れ、医療関係市場で培われた高い品質管理能力やノウ

ハウを取得することが、当社グループ事業の更なる拡大・強化に繋がるものと判断いたしました。 

 当社グループは、保有する設備と能力を最大限に活用して国内外における一層の市場開拓・事

業の拡大を行い、顧客に愛される製品・サービスの提供と企業価値の向上に努める所存です。 

 

2．異動する子会社の概要 

（１） 名 称 カンナル印刷株式会社 

（２） 所 在 地 大阪市淀川区十三本町３－４－２３ 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 吉竹了 

（４） 事 業 内 容 印刷業、紙加工品の製造並びに販売業 

（５） 資 本 金 1,200 万円 

（６） 設 立 年 月 日 昭和 22年７月５日 

（７） 大株主及び持株比率 吉竹了 23.7％  その他個人３名 各 20.8％ 
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（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません 

人 的 関 係 該当事項はありません 

取 引 関 係 該当事項はありません 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決 算 期 平成 26年 12月期 平成 27年 12月期 平成 28年 12月期 

 純 資 産 709百万円 739百万円 742百万円 

 総 資 産 2,782 百万円 2,651 百万円 2,680 百万円 

 １ 株 当 た り 純 資 産 3,056.99 円 3,188.11 円 3,215.49 円 

 売 上 高 2,744 百万円 2,766 百万円 2,396 百万円 

 営 業 利 益 64 百万円 99 百万円 41 百万円 

 経 常 利 益 31 百万円 39 百万円 5 百万円 

 当 期 純 利 益 22 百万円 32 百万円 5 百万円 

 １ 株 当 た り 当 期純 利益 97.00 円 141.12円 23.62 円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 10 円 10 円 5 円 

 

3．株式取得の相手先の概要 

（１） 氏 名 吉竹了 

（２） 住 所 兵庫県西宮市 

（３） 
上 場 会 社 と 

当 該 個 人 の 関 係 

当社と当該個人との間には、記載すべき資本関係・人的関係・取引

関係はありません。 

注）上記の他個人３名から株式を取得する予定です。当該個人との間には記載すべき事項はあ

りません。 

 

4．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数  ０株（議決権の数：０個）（議決権所有割合：０％） 

（２） 取 得 株 式 数 207,000株（議決権の数：207,000個） 

（３） 取 得 価 額 
大株主が個人であり、株式譲渡契約の定めにより当社が秘密保持

義務を負っていることから非開示とさせていただきます。 

（４） 異動後の所有株式数 
207,000株（議決権の数：207,000個） 

（議決権所有割合：89.6％） 

注）カンナル印刷株式会社の発行済株式総数は 240,000株、うち自己株式総数は 9,000株です。 

 

5．日  程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 平成 29年 12月 18 日 

（２） 契 約 締 結 日 平成 29年 12月 18日 

（３） 株 式 譲 渡 実 行 日 平成 30年４月２日 
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6．今後の見通し 

本株式取得に伴う当社の連結業績及び財務状況に与える影響につきましては、現在精査中であ

ります。 

 
 

以 上  


